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一
般
会
計
予
算

３
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

政
務
活
動
費

本
物
の
地
殻
変
動
、
地
震
の
凄
ま
じ
さ
脅
威
か
ら
備
え
る
大
切
さ

子
育
て
支
援
と
教
育
施
策
の
先
進
事
例
を
調
査

総務委員会 

こどもふくし委員会

北
淡
震
災
記
念
公
園

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
動
い
た
活

断
層
が
10
キ
ロ
メ
ー
ト
に
わ
た
っ
て

地
表
に
現
れ
、
保
存
館
で
は
露
出
し

た
断
層
が
１
４
０
メ
ー
ト
ル
当
時
の

ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　
北
淡
町
は
、
わ
ず
か
10
秒
の
縦
揺

れ
で
家
屋
の
9
割
以
上
が
損
壊
し
た

が
、
日
頃
か
ら
家
族
構
成
や
生
活
状

況
を
把
握
し
て
い
た
為
、
全
員
救
出
、

行
方
不
明
者
ゼ
ロ
。
地
域
で
支
え
合

う
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
。
防

災
意
識
の
重
要
性
を
語
ら
れ
た
。

大
阪
府
枚
方
市

　
平
時
か
ら
の
情
報
集
約
と
初
動
の

　
本
町
で
は
、
公
立
保
育
園
の
民
営

化
計
画
や「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
」が
始
ま
る
。ま
た
、発
達
性
デ
ィ

ス
レ
ク
シ
ア（
読
み
書
き
困
難
）へ
の

対
応
や
貧
困
世
帯
の
学
習
支
援
等
の

取
り
組
み
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
近

年
、
子
育
て
支
援
や
教
育
環
境
の
充

実
は
自
治
体
に
と
っ
て
重
要
な
政
策

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
委
員
会
で

は
、
今
後
の
施
策
検
討
の
参
考
と
す

る
た
め
、
先
進
的
な
自
治
体
を
視
察
。

栃
木
県
宇
都
宮
市

　
公
立
保
育
園
の
民
営
化
の
進
め
方

と
、
未
就
園
児
が
利
用
で
き
る「
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
」に
つ
い
て
調
査
。

速
さ
が
要
で
あ
る
と
実
感
し
た
。

　
公
式LIN

E
に
災
害
情
報
を
集
約

し
、
警
戒
か
ら
本
部
体
制
へ
段
階
的

に
移
行
。
避
難
所
開
設
を
フ
ォ
ロ
ー

す
る
た
め
の
事
務
局
80
名
の
交
替
運

用
で
持
続
性
を
確
保
。
一
次
避
難
所

52
箇
所
に
加
え
自
治
会
館
の
活
用
や

安
否
カ
ー
ド
も
実
装
的
で
、
在
宅
避

難
の
把
握
・
支
援
マ
ッ
チ
ン
グ
は
今

後
の
課
題
。

　
地
震
や
台
風
等
の
被
害
を
教
訓
と

し
て「
共
助
」を
基
軸
と
し
た
自
主
防

災
組
織
の
取
り
組
み
を
一
層
強
化
し

て
い
る
。
ド
ロ
ー
ン
は
、
企
業
三
社

と
協
定
を
結
ん
で
い
る
が
市
で
の
保

有
は
無
い
と
の
こ
と
。

茨
城
県
つ
く
ば
市

　
貧
困
世
帯
の
子
ど
も
へ
の
学
習
支

援「
青
い
羽
根
学
習
会
」と
、
発
達
性

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
を
早
期
に
発
見
す

る
取
り
組
み
の
説
明
を
受
け
た
。

　
い
ず
れ
も
子
ど
も
や
家
庭
に
寄
り

添
っ
た
支
援
で
あ
り
、
地
域
や
民
間

と
連
携
し
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
公
立
保
育
園

の
民
営
化
へ
の
円
滑
な
移
行
や
、
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
学
習
支
援
・

発
達
支
援
の
充
実
に
向
け
、
今
回
の

視
察
成
果
を
今
後
の
施
策
検
討
に
活

か
し
て
い
き
た
い
。

R7.11.6 北淡震災記念公園

野島断層保存館

R8.1.16 つくば市

R7.11.7 枚方市

R8.1.15 宇都宮市

県外
視察

県外
視察
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一
般
会
計
予
算

３
月
定
例
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

政
務
活
動
費

議
会
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
広
報
紙
を
目
指
し
て

議会広報特別委員会

神
奈
川
県
足あ

し
が
ら
か
み

柄
上
郡
開
成
町

　
広
報
紙
と
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

両
輪
で「
読
む
」か
ら「
見
る
」へ
と
発

想
を
転
換
。
動
画
を
使
う
事
で
議
会

か
ら
話
し
か
け
、
呼
び
か
け
ら
れ
る

と
考
え
た
。
例
え
ば
議
員
自
ら
の
言

葉
で
語
る
自
己
紹
介
動
画
。
一
般
質

問
を
20
秒
動
画
で
紹
介
す
る
な
ど
迅

速
で
分
か
り
や
す
い
発
信
を
徹
底
し

て
い
た
。
ま
た
閉
会
時
の
議
場
の
利

活
用
や
キ
ッ
ズ
モ
デ
ル
な
ど
、
若
い

世
代
が
議
会
を
身
近
に
感
じ
る
仕
組

み
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
と
感
じ
た
。

静
岡
県
駿す

ん
と
う東

郡
長
泉
町

　
よ
り
多
く
の
町
民
に
読
ん
で
も
ら

え
る
広
報
紙
を
目
指
し
、
全
面
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。
紙
面
デ
ザ
イ
ン
に
は

徹
底
し
て
写
真
や
余
白
を
多
く
取
り

入
れ
読
み
や
す
く
し
た
。
そ
の
上
、

タ
イ
ム
リ
ー
で
正
確
な
情
報
を
伝
え

る
構
成
に
。
町
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や

ク
イ
ズ
企
画
等
、
住
民
と
と
も
に
作

る
広
報
を
実
践
し
て
い
た
。　
　
　

　
ど
ち
ら
も
広
報
を
議
会
改
革
の
中

心
に
据
え
、「
チ
ー
ム
議
会
」と
な
っ

て
取
り
組
む
姿
勢
を
感
じ
た
。
紙
と

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
、
分
か
り
や
す

い
情
報
発
信
と
住
民
参
加
の
視
点
を

取
り
入
れ
た
広
報
紙
か
ら
、
議
会
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
工
夫
を
追

求
し
て
い
き
た
い
。

R8.1.26 開成町

R8.2.5 長泉町

県外
視察

自
家
用
有
償
旅
客
運
送（
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
）

まちづくり委員会

京
都
府
福
知
山
市

　
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
協
議
会
等
が
運
営
す
る
、
自

家
用
車（
白
ナ
ン
バ
ー
）で
の
有
償
運

送（
交
通
空
白
地
有
償
運
送
）を
三
和

町
と
大
江
町
の
２
地
域
が
ド
ア
・

ツ
ー
・
ド
ア
サ
ー
ビ
ス
型
の
区
域
運

行
で
実
施
し
て
い
る
。

　
三
和
町
の「
み
わ
ひ
ま
わ
り
ラ
イ

ド
」は
、
主
に
買
い
物
等
で
利
用
さ

れ
て
い
る
。

　
料
金
は
、
１
人
１
回
４
０
０
円
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
登
録
人
数
19
人
、
登

録
車
両
19
台
。
手
当
は
、
運
転
１
回
、

持
ち
込
み
車
両
８
０
０
円
、
会
保
有

車
５
０
０
円
。

　
大
江
町
の「
鬼
タ
ク
」は
、
医
療
機

関
や
交
通
機
関
の
乗
り
継
ぎ
等
で
利

用
。
観
光
客
で
も
利
用
可
能
。

　

料
金
は
、
生
活
利
用
１
人
１
回

４
０
０
円
、
観
光
利
用
１
人
１
回

８
０
０
円
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
登
録
人

数
21
人
、
登
録
車
両
19
台
。
手
当
は
、

運
転
１
回
８
０
０
円
。

　
本
町
は
人
口
密
度
が
高
く
、
利
便

性
に
も
優
れ
て
い
る
が
、
福
知
山
市

を
参
考
に
、
地
域
住
民
と
関
係
機
関

の
連
携
に
よ
り
、
効
率
的
な
地
域
公

共
交
通
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

R8.1.21 福知山市

県外
視察

３常任委員会と議会広報特別委員会の４委員会で県外行政視察を実施しました。




